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　臥牛亭は、備中松山藩主板倉勝静が御殿などのある御根小屋の一角に建てた小さな建物で

す。勝静は、農耕の神を祀って五穀豊穣を祈り、時には自ら畑を耕して農民の労苦を偲び、眼下

に広がる城下の町並みを眺めて、領民に思いを馳せたと伝えられています。明治以降、別の場所

に移築していましたが、現在の八重籬神社の境内に移されました。
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場所
・ 高梁市内山下

じ     だい

時代

しょう  わ
指定年月日

・ 昭和33（1958）年
   2月24日
所有

・ 八重籬神社
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